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第６回 関西元気な地域づくり発表会 

【観光交流】 

 

 

「もてなし空間、歴史のまち、憩いのみち」に向けて

「うるわしのみち 愛宕古道街道を良くする会」 

推進協議会活動概要について 

「うるわしのみち 愛宕街道古道を良くする会」推進協議会 

代表 上村 多恵子 ○松山 和子 ○今井 昌代 

 

１．これまでの活動内容と今後の展開 

愛宕街道の自然、歴史、文化、風景をテー

マとして、NPOうるわしのまち・みちづく

り、嵯峨野保勝会、研究者等が基盤となって

多様な来訪者との交流を重ね、地域の魅力の

発信と再発見を重ねながら、美しい地域と魅

力的な道空間創造を重ねている。ワークショ

ップや外部アドバイザー招聘を通して、地域

住民や来訪者の愛宕街道の理解を深め、活動

の活発化を図っている。リーフレットの作成

や地域再発見ワークショップを通じた即地的

な課題（道しるべ、空間演出等）の抽出を行

っており、その実現化に向けた景観検討を進

めている。 

ＮＰＯうるわしのまちみちづくりから地域

の嵯峨野保勝会が指定管理者を引継ぎ伝統的

建築の保存、観光資源としての活用を目指し

て京都市嵯峨鳥居本まち並み保存館の管理運

営を行っている。 

 

２．活動の目標とその達成状況 

「愛宕街道（京都鳥居本）」の地域資源の抽出・整理、景観阻害要素の改善の提案、そしてホスタ

ピリティを具体化する装置として、道しるべ等のデザインの検討を行っている。景観を阻害する自動

販売機の具体的なデザインを試み、比較的容易な景観配慮型取組として、期待できる結果となった。 

意見交換会として、風景街道「たんば三街道」推進協議会「たんば道えにし」の視察を受け実施し、

相違点を踏まえたうえで、外から見た街道の特徴、生かすべき資源、資源の発信方法についてアイデ

アラッシュを行うことができた。また、町並みワークショップの開催（地域住民及び外の目から地域

を客観的に眺め課題等抽出）により、担い手の面で多くの課題が明らかになり、外部の技術と知恵を

活用する必要性を認識した。 

 

３．活動の体制 

推進協議会の参加パートナー：嵯峨野保勝会・ＮＰＯうるわしのまちみちづくり・京都市 

 

４．活動の体制 

・活動の主体は、NPO法人うるわしのまち・みちづくり、地元の嵯峨野保勝会が緊密なパートナ

ー一夫を構築して進めている。 

・活動にする費用は、調査研究等多様な主体が連携して取り組む物については各種調査助成を活用

している。魅力的な観光地としてのホスピタリティ創出費用、オリジナルグッズの開発、地元ま

ちづくりとしての展開は地元保勝会の負担で行っている。 

風景街道「たんば三街道」

推進協議会との意見交換 

まちなみワークショップの

開催 

現状 聚楽色に

自動販売機の色調・デザインのシミュレーション例 
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